
大手組合、新型コロナ感染拡大も概ね昨年実績確保

「
森
屋
隆
」

私
鉄
総
連

組
織
内
議
員 

活
動
報
告

　
森
屋
隆
参
議
院
議
員
は
、３
月
18
日

の
国
土
交
通
委
員
会
で
、鉄
道
で
の
迷

惑
行
為
防
止
や
バ
ス
停
の
安
全
確
保
に

向
け
た
対
策
に
つ
い
て
、企
業
へ
の
支
援

拡
充
な
ど
十
分
な
対
策
を
と
る
よ
う
求

め
た
。森
屋
議
員
は
、交
差
点
や
横
断
歩

道
の
前
後
５
ｍ
内
に
あ
る
危
険
な
バ
ス

停
の
解
消
に
向
け
て
、「（
企
業
は
）経
費

が
か
か
る
こ
と
で
バ
ス
停
移
設
に
は
難

色
を
示
し
て
い
る
。国
交
省
で
何
か
対

策
を
考
え
て
い
る
の
か
」と
質
し
、国
交

省
は
、「
バ
ス
事
業
者
だ
け
が
過
度
な
負

担
を
被
ら
な
い
よ
う
に
、今
後
対
策
を

検
討
し
て
い
き
た
い
」と
述
べ
た
。

バ
ス
停
の
安
全
確
保
対
策

な
ど
を
求
め
る

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で

厳
し
い
交
渉
も
、定
昇
相
当
分
確
保

20春闘、妥結収拾 
◆賃金引き上げ
　2％＋500円、
　 国際物流事業部門は
　 定期昇給実施
◆初任給引き上げ
　大学卒＋3,000円、
　 社員自動車運転士
　＋900円

　
３
月
12
日
、21
時
00
分
、西
鉄
本
社

で
お
こ
な
わ
れ
た
最
終
交
渉
で
、組
合

は
会
社
回
答
を
受
諾
。翌
13
日
、14
時

00
分
よ
り
開
催
し
た
第
６
回
中
央
委

員
会
で
、「
２
０
２
０
年
春
闘
妥
結
収

拾
に
関
す
る
件
」を
満
場
一
致
で
審
議

決
定
し
、20
春
闘
を
妥
結
収
拾
し
た
。

　
中
央
委
員
会
の
冒
頭
、古
賀
執
行

委
員
長
は
20
春
闘
を
総
括
し
、「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
、業

績
へ
の
深
刻
な
影
響
が
明
ら
か
に
な
る

と
と
も
に
春
闘
諸
行
事
が
中
止
に
な

る
な
ど
、20
春
闘
は
例
年
に
な
い
厳
し

い
た
た
か
い
と
な
っ
た
。２
％
＋
５
０

０
円
と
い
う
金
額
は
、１
２
、９
０
０

円
の
要
求
額
か
ら
す
れ
ば
十
分
満
足

で
き
る
金
額
で
は
な
い
が
、高
率
の
ス

ト
権
確
立
と
い
っ
た
組
合
員
の
強
固

な
団
結
力
に
よ
っ
て
、一
定
の
理
解
が
で

き
る
金
額
を
引
き
出
せ
た
と
考
え
て

い
る
。職
場
か
ら
の
闘
争
態
勢
構
築
を

は
じ
め
、20
春
闘
へ
の
ご
協
力
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
る
」と
、20
春
闘
を

職
場
か
ら
支
え
た
全
て
の
組
合
員
に

対
し
て
感
謝
を
述
べ
た
。ま
た
、未
だ

感
染
拡
大
が
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
に
つ
い
て
は
、「
労
使
一
体
で

早
急
に
対
応
し
て
い
く
」と
述
べ
た
。

　
な
お
、第
６
回
中
央
委
員
会
で
は
、

「
非
組
合
員
の
範
囲
の
変
更
」、「
中
間

会
計
監
査
実
施
」な
ど
、す
べ
て
の
議

案
が
満
場
一
致
で
決
定
さ
れ
た
。

※
20
春
闘
の
交
渉
経
過
な
ど
、中
央

委
員
会
決
議
内
容
の
詳
細
は
、「
か

べ
新
聞
第
６
号
」参
照

各
職
場・ご
家
庭
か
ら
の

力
強
い
後
押
し
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲ブログ

▲Facebook

春闘推進会議

第６回中央委員会

１．20春闘は、依然として多発する自然災害の影響もありながら、各社の業績は比

較的堅調に推移していた。しかし、2020年に入って拡散した新型コロナウイルス

感染症の影響が想像以上に急激な広がりを見せ、臨時休校措置や緊急事態宣言

など国難ともいえる状況でヤマ場を迎えた。連合は「底上げ」「底支え」「格差是正」

「賃上げの流れの継続と定着」などをめざし闘争を展開したが、先行した主要産別

では、当初からの業績悪化に加えて感染症の影響などにより、例年以上に難航し

た交渉を強いられ、厳しい回答内容が多く見られた。

２．私鉄総連は、春闘方針・春闘推進方針に加え、私鉄春闘を牽引する大手組合が

交渉促進と早期決着をはかるため、「緊急の大手組合交渉団会議」も開催しなが

ら、「ヤマ場の対応」として、①厳しい状況にあってもさらなる交渉促進をはかる、

②月例賃金にこだわる、③回答指定日時を厳守した検討に値する誠意ある回答

引き出しをはかる、などを確認しながら、中央闘争委員会および大手組合交渉団

会議で情報の共有と意思疎通、態勢強化をはかった。

３．組合側は、春闘における重要な取り組みである決起集会などを、感染症対策とし

て開催を断念せざるをえない中でも、各地連・単組がそれぞれ工夫しながら、職

場からの闘争態勢をさらに強化した。交渉では、組合員の強い期待の表れである

「高率スト権」を背景に、「人への投資」「人材確保と定着」「厳しい生活実態」「個

人消費の拡大による経済の好循環」など、賃上げの必要性に加え、通年での企業

業績と、不安を抱えながらも公共交通機関としての使命を果たしている組合員の

たゆまぬ努力など、粘り強く主張を重ね、早期決着をめざし、これまで以上に交渉

を重ねた。経営側は、感染症による急激な業績の悪化と、先行き不透明を理由に

～私鉄総連中央執行委員会「20春闘大手組合回答見解」～

春闘要求に対する態度を硬化させた。

４．しかし交渉においては、中央闘争委員会での「ヤマ場の対応」と、それをふまえ

た大手組合交渉団会議での確認と意志統一をもって、経営側に対して一歩も引く

ことなく賃金引き上げを求めた。これは、組合員の期待に応え、後に続く中小・ハイ

タク組合の交渉に波及させる決意のもと、「私鉄春闘」を前進させたものである。

５．回答指定日時については、感染症対策に万全を期し公共交通機関としての使命

を果たすために厳しい交渉を重ね、早期決着をはかれた組合も複数あった一方

で、感染症の影響が日増しに業績を悪化させるなど交渉が難航し、やむなく回答

指定日時を越えざるを得なかった組合もあった。また今春闘においては、組合員

の期待が非常に高いなか、感染症の広がりが想像以上に影響を与え、重く厳しい

判断をせざるを得ない状況にあったものの、結果として、おおむね昨年実績は確

保したことに加え、明確な賃金改善を勝ち取った組合もあった。このことは、交渉

委員の必死の努力と、それを支える職場の態勢が万全だからこそ勝ち取ったもの

である。

６．続く中小・ハイタク組合は、3月17日15時までの回答引き出しとなる。厳しい交

渉を乗り越え、今春闘における大手組合のたたかいに続き、これまで以上の早期

決着と、検討に値する誠意ある回答引き出しにむけ、総・地連、単組の連携をより

いっそう強め、私鉄20春闘を推進していく。その上で、働く者と家族を守り、公共

交通機関としての使命を果たすためにも、労使ともに感染症対策に万全を期すこ

ととする。

 

以　上

　
森
屋
隆
参
議
院
議
員
は
、私
た
ち
私
鉄
組

合
員
の
代
表
と
し
て
、私
た
ち
の
仕
事
や

生
活
の
環
境
改
善
に
向
け
て
、国
会
で
精

力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。森
屋
隆
参
議

院
議
員
の
活
動
に
つ
い
て
は
、ブ
ロ
グ
や

F
a
c
e
b
o
o
k
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

の
で
、是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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那
珂
川
分
会
で
は
、２
月
８

日
、「
２
０
２
０
春
闘 

那
珂
川
分

会
決
起
集
会
」を
開
催
し
ま
し

た
。春
闘
勝
利
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、一
組
合
員
か
ら
春
闘
に
対

す
る
関
心
や
士
気
の
盛
り
上
が
り

が
必
要
と
の
想
い
か
ら
、当
分
会

で
は
毎
年
こ
の
時
期
に
決
起
集
会

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。今
年
は
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
を
作
り
、組
合
員
に

振
る
舞
い
ま
し
た
。カ
レ
ー
は
初

め
て
作
り
ま
し
た
が
、「
マ
ズ
イ
も

の
は
出
せ
な
い
！
」と
気
合
い
を
入

れ
て
、前
日
か
ら
泊
ま
り
込
み
で

仕
込
み
、納
得
い
く
も
の
が
で
き

ま
し
た
。組
合
員
さ
ん
か
ら
も
好

評
を
い
た
だ
き
、団
結
強
化
に
つ

な
が
り
ま
し
た
！

 

分会 トピックス

20
春
闘
勝
利
へ

決
起
集
会
で
団
結
強
化
❶

那
珂
川
分
会

　
こ
の
た
び
は
、青
年
女
性
協
議
会
の

物
品
販
売
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。皆
様
か
ら
い
た
だ
い

た
温
か
い
お
気
持
ち
は
、今
後
予
定

さ
れ
て
い
る
諸
行
事（
総
連「
私
鉄
沖

縄
交
流
」、地
連「
山
の
祭
典
」、連
合

「
ヤ
ン
グ
カ
ー
ニ
バ
ル
i
n
沖
縄
」な

ど
）に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。今
後
と

も
青
女
協
の
活

動
に
対
す
る
ご

理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

青
女
協
物
品
販
売
、

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

連
合
福
岡
、30
周
年

記
念
映
像
を

Y
o
u
T
u
b
e
で
配
信 

【
教
宣
部
長
　
稲
辺
友
也
】

↓今後、未収録映像も
　配信するそうなので、
　引き続きチェックを
　お願いします！

　
土
井
分
会
で
は
、２
月
16
日
、

20
春
闘
勝
利
に
向
け
て
、土
井
分

会
決
起
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
組
合
員
と
家
族
会
が
営

業
所
に
集
ま
り
、分
会
長
か
ら
春

闘
へ
の
意
気
込
み
や
説
明
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、そ
の
後
の

質
疑
応
答
で
は
、組
合
員
さ
ん
か

ら
多
く
の
質
問
が
飛
び
交
い
、皆

さ
ん
の
春
闘
へ
の
想
い
が
熱
く
感

じ
ら
れ
、大
変
有
意
義
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。本
来
は
春
闘
駅
伝

が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、

生
憎
の
荒
天
で
中
止
と
な
り
、残

念
な
思
い
が
あ
り
ま
し
た
が
、実

の
あ
る
決
起
集
会
に
な
り
、改
め

て
組
合
員
一
丸
と
な
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

 

20
春
闘
勝
利
へ

決
起
集
会
で
団
結
強
化
❷

土
井
分
会

【
教
宣
部
長
　
和
田
祐一】

【
青
女
協
事
務
局
長
　
井
上
翔
太
】

▲当時の取り組みを語る都地委員長

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

を
防
止
す
る
た
め
、毎
年
４
月
に
開
催

し
て
い
た
政
策
セ
ミ
ナ
ー
を
今
年
は

中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。な

お
、「
西
鉄
労
組
２
０
２
０
政
策
・
制

度
要
求
」に
つ
い
て
は
、持
ち
回
り
会

議
で
決
定
す
る
予
定
で
す
。そ
の
後
、

連
合
福
岡
や
福
岡
県
交
運
労
協
な
ど

を
通
じ
て
、政
策
・
制
度
要
求
を
行
政

に
訴
え
て
い
き
ま
す
。

　
連
合
福
岡
は
、昨
年
11
月
の
30

周
年
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
披
露

し
た
記
念
映
像
を
、３
月
20
日
よ

り
、Y
o
u
T
u
b
e
の
連
合
福

岡
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
配
信
し
て
い
る
。

記
念
映
像
は
、連
合
福
岡
の
加
盟

産
別
や
各
地
の
地
域
協
議
会
が
、

組
合
員
の
た
め
、地
域
の
た
め
に

尽
力
し
た
15
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
構

成
。連
合
福
岡
30
年
の
歴
史
を
知

る
と
と
も
に
、連
合
や
労
働
組
合

の
存
在
意
義
を
改
め
て
実
感
で
き

る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。私
鉄
総
連

か
ら
は
、競
争
激
化
で
労
働
環
境

が
悪
化
し
た
タ
ク
シ
ー
組
合
員
を

支
え
る
た
め
に
実
施
し
た「
連
合

タ
ク
シ
ー
に
乗
ろ
う
！
運
動
」が

紹
介
さ
れ
て
お
り
、私
鉄
福
岡
西

鉄
タ
ク
シ
ー
労
組
の
都
地
執
行
委

員
長
が
出
演
し
て
い
る
。な
お
、西

鉄
労
組
か
ら
も
、山
本
自
動
車
対

策
部
長
、松
本
自
動
車
対
策
副
部

長
、権
藤
政
治
局
次
長
が
、別
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
に
出
演
し
て
い
る
。

「
２
０
２
０
政
策
セ
ミ
ナ
ー
」

  

中
止
の
お
知
ら
せ

西鉄労組

◆ ８日（水）・・・事務局会議 
◆ 20日（月）・・・執行委員会 
◆ 27日（月）
    ・・・中央委員会

4月の本部スケジュール

私
鉄
総
連
は
14
分
00
秒
か
ら

オシャレで、美味しくて、リーズナブル！
青年女性部も大満足の食べ飲み放題！
ヤミーガーデン 天神今泉店

ROUSO
PEPPER

vol.5

　青年女性部の懇親会で使ったこのお店。入ってまず驚くのが、高級感漂
うお店の雰囲気！一般的な居酒屋のような雰囲気は皆無で、非日常的な空
間が演出されています。
　また、有名ホテル出身のシェフチームが作る料理は、どれも美味しいの
はもちろん、盛り付けも華やかで、食べ放題の料理とは思えないほど。分
厚い鉄板ステーキ、具だくさんのアヒージョ、自家製生地の石窯ピザ、パ
ティシエのデザートなど、バラエティ豊富なメニューは60種類以上。

 これが、平日なら3,500円（税抜）で食べ放題（もちろん飲み放題付）
なのだから、コスパは最強！さらに、店員さんの接客も良く、料理の提
供もスピーディー。まさに言うことなしのお店で、食べ放題の店には
うるさい青年女性部のメンバーも大満足！場所も福岡駅近くで便利
なので、食べ放題好きの方にはオススメです。なお、週末は予約で満
席のことが多いそうなので、予約はお早めに。

　オススメの飲食店をご紹介するこのコーナー。お久しぶりの今回は、組合本部がある大手門を飛び出して、西鉄
福岡駅（天神）周辺へ。全てがハイクオリティなのにリーズナブル！本格イタリアンダイニングが食べ放題の「ヤミー
ガーデン 天神今泉店」をご紹介します。

ヤミーガーデン 
       天神今泉店　　 　　　
福岡市中央区今泉１丁目
11－5－2F
西鉄福岡駅南口から徒歩３分
℡：092-406-5575

※急遽変更となる
　場合があります。

手 洗 い・マ ス ク 着 用 の 徹 底 を！ 
「新型コロナウイルス感染拡大防止」に、みんなで取り組もう!!

　　新型コロナウイルス感染症について、国や自治体による水際での対策が講じられてきましたが、
ここに来て感染者数の増加や感染による死亡事例が連日のように報道されています。首都圏にお
いては感染者急増に伴い1都4県知事が共同で外出の自粛要請、また福岡県においても週末の
外出自粛要請がなされるなど、あらゆる地域にて集団クラスターやオーバーシュートが今後いつ
発生してもおかしくない局面を迎えています。このようなかつて経験のしたことのない状況に置か
れても、その最前線で日々業務に全うされている組合員の皆様に対して敬意を表します。

　　私たちは、お客さまに信頼され「安心」「安全」を提供し、地域に貢献するという社会的責任を果
たさなければなりません。そのためにも『感染しない・感染させない』行動が、改めて一人ひとりに
求められます。具体的には、❶手洗い、マスク着用による咳エチケットの徹底、❷３つの密を避け
る行動（「換気の悪い密閉空間」「多数が集まる密集場所」「間近で会話や発声する密接場面」）、
❸不要・不急の外出自粛、等が挙げられますが、今一度自らの使命を自覚するとともに、これらに
関する徹底を強くお願いいたします。

　　この未曾有な先の見えない危機的状況の中でも、私たちは必ず乗り越えることができます。その
ためにもまずは一人ひとりがやるべきことを的確に取り組み、ご自身・家族・友人を守るための行
動を心がけましょう。組合本部としても、できる限りの対策を講じていきます。お互いに協力しなが
ら総力を挙げてこの非常事態を乗り越えていくためのご理解・ご協力を宜しくお願いいたします。

新型コロナウイルス感染症に関する組合員へのメッセージ

西日本鉄道労働組合 執行委員会
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